
 

 

【韓国】 総合指数は週間で 0.7％高と反発、米金利低下で資金流出懸念が後退 

先週の動き／今週の展望 

総合指数は週間で 0.7％高と反発。7日が振替休日のため休場で 4日間の取引だった。連休明けの 8日は朝鮮半島情勢

の先行き見極めムードが広がるなか前週後半からの 4 日続落でスタート。9 日は 5 日続落し、1 カ月ぶり安値を付けた。

米国がイラン核合意からの離脱を表明し、北朝鮮の非核化交渉

を巡っても不透明感が高まった。10日は 6日ぶりに反発。北朝

鮮が非核化を前提に経済支援を保証されるべきとの認識で中

韓首脳が一致したことを受け、南北経済協力の推進期待から建

設株や鉄道株が買いを集めた。11日は続伸し、1週ぶり高値を

回復。米国のインフレ観測の後退で米金利が低下し新興国市場

からの資金流出懸念が和らいだ。今週は史上初の米朝首脳会談

の 6月開催決定を受けた地政学リスク緩和への期待が支えか。 

 

【ロシア】 RTS指数は 4.1％高と大幅反発、今週は原油高や通貨安定で堅調か 

先週の動き／今週の展望 

RTS 株価指数は週間で 4.1％高と大幅に反発。原油相場が 2014 年 11 月以来の水準まで上昇したことが好感された。

9日が戦勝記念日で 4日間の取引となったロシア市場は、週初こそ西側諸国との関係悪化懸念などでもみ合ったが、休場

明けの 10日に 3.3％高と急伸。ロシアの主な輸出原油の指標と

なるブレント原油先物が米国の対イラン米経済制裁を受けて

14 年 11 月以来となる 78 ドル台まで上昇したことが好感され

た。RTS指数は 11日も前日比 1.2％高と続伸して終了し、4月

6日以来の水準を回復。年初来では 3.4％高となった。個別では

総合エネルギーのルクオイルが 6.7％高となったほか、時価総

額最大のズベルバンク・ロッシーが 3.1％高となり、指数を押

し上げた。今週は原油高や通貨ルーブルの安定を背景に堅調

か。 

 

【ベトナム】 VN指数は週間で 1.8％高と 5週ぶりに反発、今週は底堅い展開か 

先週の動き／今週の展望 

VN指数は週間で 1.8％高と 5週ぶりに反発。前週までの 4週続落で押し目買いが入ったほか、ドル全面高の流れが一

服し、資金流出懸念が後退したこともベトナム株の支援となった。前週までの 4 週間で 14.4％安となった VN 指数は、

週明け 7 日に前週末比 3.5％高と急反発してスタート。ベトコ

ム・バンクが 5％超上昇するなどの金融株が大幅高となった。

8－9 日も週の高値圏でもみ合ったが、10 日は金融株が反落し

指数も 2.7％安と大幅下落。11日も売り優勢でスタートし、VN

一時は前週末水準を割り込んだ。しかし、売り一巡後は急反発

し、前日比 1.6％高と反発して終了。週初の上昇幅を縮小した

ものの、週間では 5週ぶりに反発して終えている。今週は一定

幅の調整を経たことやドル全面高の一服で底堅い展開か。 
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【インドネシア】 
【先週の動き／今週の展望】ジャカルタ総合指数は 2.8％

高、今週は 15日に 4月の貿易統計発表 

ジャカルタ総合指数は 4 日間の取引で 2.8％高と 3 週ぶりに

反発。1 週間にわたり不安定な値動きが続いた。週初の 7 日は

中国へのパーム油輸出量が拡大する可能性が高まったことが

好感され、指数は終値で前週末比 1.6％高と 3 営業日ぶりに反

発。同日に発表された 1－3 月期の GDP 成長率は前年同期比

5.1％と市場予想をわずかに下回った。8日は米ドルに対するル

ピア安が進んだ影響で前日比 1.9％安と反落。ただ、9日に原油

価格の急騰を受けて 2.3％上昇すると、祝日を挟んだ 11日も続

伸した。今週は 15 日に 4 月の貿易統計が発表されるほか、17

日には中央銀行が定例の金融政策決定会合を開催する予定。 

 

【タイ】 

【シンガポール】 

【マレーシア】 

【先週の動き／今週の展望】ストレーツタイムズ指数は

0.7％高、今週は 4月の非石油地場輸出に注目 

ストレーツタイムズ指数は週間で 0.7％高と反発。週末の反

発が奏功した。週初の 7日はオーバーシー・チャイニーズ銀行

が売られて、指数は終値で約 3週間ぶりの安値を更新。ただ、

8 日は中国の 4 月の輸出入額が堅調な伸びを示したことなどが

好感されて 4 営業日ぶりに反発すると、9 日はエネルギー株が

指数上昇をけん引した。その後、10 日は反落したが、11 日は

金融株が買われ反発して引けた。今週は 17 日に 4 月の非石油

地場輸出が発表される予定で、前年同月比の伸びが 3カ月ぶり

にプラスを回復すれば好材料。外部要因では、15日に中国で発

表される 4月の鉱工業生産や固定資産投資が意識されそうだ。 

 

【先週の動き／今週の展望】SET指数は 0.8％安、米のイラ

ン核合意離脱でエネルギー株が上昇 

SET 指数は週間で 0.8％安と反落。国内の重要イベントが少

ない中、軟調な値動きが続いた。週半ばの 9日は、米政府が前

日にイラン核合意からの離脱を表明したことを受け、イラン産

の原油供給量が縮小するとの懸念から価格が急上昇し、エネル

ギー株が買われた。ただ、通信大手のアドバンスト・インフォ・

サービスの下落が響き、指数は下落。10日には終値ベースで 5

週間ぶりの安値を更新したが、11 日は 4 月の米 CPI 上昇率が

市場予想を下回り、利上げ加速観測の後退が好感されて、前日

比 1.1％高と 7営業日ぶりに反発して取引を終えた。今週は 16

日に中央銀行が定例の金融政策決定会合を開催する予定。 

 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

0.3％高、今週は 17日に 1－3月期の GDP発表 

クアラルンプール総合指数は 2 日間の取引で 0.3％高と 3 週

ぶりに反発。週後半は 9日に投票が行われた下院議会総選挙で

マハティール元首相が率いる野党連合が勝利したことを受け

た特別公休日のため、休場となった。週初の 7日は金融株を中

心に幅広い銘柄が売られて 4 営業日続落。一方、8 日は外国人

投資家による売りが一服し、前日比 1.0％高と反発した。投票

日の休場に続き、臨時の公休日となった 10 日に発表された 3

月の鉱工業生産は前年同月比 3.1％増。政策金利は市場予想通

り 3.25％に据え置かれた。今週は 17日に 1－3月期の GDPが

発表される予定。政権交代に対する市場の反応も焦点になる。 
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